
　

概
ね
計
画
ど
お
り
に
推
進
し
た

こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
が
得

ら
れ
、
事
業
が
市
民
の
目
に
見
え

る
形
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
す
。

▼
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
の
創
設
【
項
番
13
】

　

平
成
28
年
３
月
に
開
設
さ
れ
た

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
活

動
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
う
施
設
で
す
。

　
「
市
民
や
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
市
が
交
流
し
な
が
ら
連
携
す
る

こ
と
の
で
き
る
場
」
と
し
て
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
開
催
し
、

多
く
の
団
体
に
設
備
を
活
用
し
て

も
ら
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
供
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
創
設

　
【
項
番
14
】

　

地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、
４
地
区
で
地
域
連
携
の

組
織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
地
域
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
全
小
学
校
区
で
地
域
課

題
に
対
応
で
き
る
組
織
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼（
仮
称
）活
動
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
の
設
置
及
び
派
遣
【
項
番
27
】

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
は
、
地
域
や
活
動
団
体
の

課
題
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
に
、

積
極
的
に
地
域
に
出
て
、
情
報
収

集
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
基
金

　
の
創
設
【
項
番
28
】

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
「
市
民

活
動
支
援
基
金
」
と
み
な
し
、
協

働
推
進
や
市
民
活
動
支
援
に
つ
な

げ
る
周
知
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

基
金
使
途
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
で
選
定
し
た
事
業

に
対
し
、
寄
付
を
募
れ
ば
使
途
が

明
確
で
、
市
民
活
動
に
直
接
参
加

で
き
な
い
人
で
も
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
関
心
と
参
加
意
識
を
向
上
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

担
い
手
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
活

動
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
担
い

手
づ
く
り
が
非
常
に
重
要
で
す
。

▼
協
働
人
材
バ
ン
ク
の
創
設

　
【
項
番
16
】

　
事
業
者
の
協
力
を
得
て
企
業
に

属
す
る
人
が
知
識
や
技
術
を
ま
ち

づ
く
り
の
現
場
に
提
供
す
る
「
プ

ロ
ボ
ノ
」
や
、
退
職
後
の
人
が
持

つ
知
識
や
経
験
を
地
域
に
活
か
し

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
機
会
の

提
供
が
必
要
で
す
。
今
後
は
、
市

民
活
動
団
体
や
個
人
の
情
報
収
集

に
加
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
団

体
情
報
の
工
夫
や
人
材
情
報
の
収

集
と
公
開
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
市
民
活
動
表
彰
制
度
の
創
設

　
【
項
番
25
】

　

平
成
27
年
度
に
「
市
民
活
動
感

謝
状
贈
呈
制
度
」
と
し
て
制
度
運

用
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
市
民
が

身
近
に
協
働
事
例
に
接
す
る
き
っ

か
け
で
あ
り
、
評
価
で
き
ま
す
。

草
の
根
活
動
の
発
掘
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
の
研
究

　
【
項
番
26
】

　
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
す
る
と
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
、

協
働
に
対
す
る
理
解
や
関
心
、
や

り
が
い
、
活
動
実
績
が
目
に
見
え

る
た
め
、
参
加
意
欲
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
付
与
の
基
準
や
還
元
方
法

な
ど
課
題
は
多
い
で
す
が
、
市
民

の
声
を
聞
き
、
後
期
実
行
計
画
期

間
で
構
築
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
習
会
の
実
施

　
【
項
番
29
】

　
平
成
27
年
度
は
、
と
み
さ
と
協

働
塾
を
「
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
習

会
」
と
し
て
実
施
し
、
地
域
活
動

に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得

し
た
受
講
者
を
「
ま
ち
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
市
に
登
録
、

受
講
者
を
次
の
段
階
に
促
す
道
筋

が
で
き
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
ま
す
。

情
報
の
提
供
・
共
有

　

情
報
の
提
供
・
共
有
は
、
協
働

を
進
め
る
上
で
基
本
原
則
と
な
る

非
常
に
大
切
な
要
素
で
す
。

▼
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
【
項
番
８
】

　

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
き
っ
か
け

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
つ
な
が
る
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

実
施
後
の
市
民
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。

▼
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

　
【
項
番
18
】

　

市
民
に
広
く
協
働
の
取
り
組
み

を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
開
催
し
て

い
る
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
は
、
市

民
活
動
団
体
と
市
で
共
に
企
画
し
、

年
々
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。「
こ
ど
も
記
者
」「
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
次
世
代

　

市
で
は
、平
成
23
年
度
か
ら
「
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
民
・
地
縁
に
よ
る
団
体
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業

者
と
市
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
か
ら
本
計
画
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
意
見
の
と
り
ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。問

市
民
活
動
推
進
課
市
民
協
働
推
進
班

　

（
93
）
１
１
１
７

の
担
い
手
づ
く
り
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
関

心
を
持
ち
、
愛
着
を
感
じ
る
機
会

と
な
る
よ
う
、
フ
ェ
ス
タ
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

▼
協
働
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　
【
項
番
24
】

　

平
成
27
年
度
に
は
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ーF

a
ceb
o
o
k

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

多
様
な
情
報
発
信
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
双
方
向
性
の

情
報
の
や
り
と
り
や
、
効
果
的
に

運
用
す
る
た
め
の
試
み
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

市
政
へ
の
参
画

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

　
周
知
【
項
番
10
】

　

創
年
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
制
度
理

解
と
実
施
方
法
を
学
ぶ
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
体
験
講
座
を
実
施
す

る
こ
と
で
市
政
へ
の
関
心
を
高
め
、

広
く
意
見
を
集
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

▼
市
政
へ
の
参
画
機
会
の
拡
大

【
項
番
12
】

　

市
民
の
意
見
を
市
が
集
め
に
出

向
く
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
と
市
民
で
事
業
を
つ

く
り
、
共
に
実
現
に
取
り
組
む
な

ど
、
市
と
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う

な
働
き
か
け
が
富
里
の
未
来
を
築

く
と
思
い
ま
す
。

▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
【
項
番
20
】

　

今
後
は
、
市
が
課
題
を
市
民
に

投
げ
か
け
市
民
と
共
に
考
え
役
割

を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
「
行
政

提
案
型
」
の
事
業
実
施
の
検
討
が

必
要
で
す
。

市
の
体
制
に
つ
い
て

▼
市
民
活
動
推
進
課
と
し
て
の
役
割

　
【
項
番
２
】

　

庁
内
で
の
協
働
推
進
体
制
の
動

き
が
当
委
員
会
に
情
報
提
供
さ
れ
、

検
証
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
市
民

活
動
推
進
課
の
機
能
が
増
す
と
考

え
ま
す
。

▼
職
員
研
修
の
実
施　
【
項
番
21
】

　

市
職
員
に
は
、
協
働
の
意
義
を

浸
透
さ
せ
、
市
民
と
活
動
す
る
視

点
を
持
て
る
研
修
の
実
施
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
推
進
委
員
の
在
り
方

　

推
進
委
員
は
、
評
価
者
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
情
報
発
信
を
担
う
こ
と

や
、
地
域
課
題
へ
の
解
決
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

今
ま
で
の
取
り
組
み
・
こ
れ
か
ら
の
課
題

協働 のまちづくり推進事業の一覧

　協働のまちづくりの年度ごとに予定している事業が一覧でわかります。
※本文に記述がある内容は、各項番とリンクしています。

6

環
境
づ
く
り

実施
年度

項
番 事業名

年次計画（年度）
平成
23

平成
24

平成
25

平成
26

平成
27

平成
23

１ 市民活動ブースの設置 試行 検討 － － 完了
２（仮称）協働のまちづくり推進課の設置 実施 － － － －
３（仮称）市民活動支援補助金の創設 実施 － － －

４ 協働のまちづくりの講座の開設
研究・
試行 試行 実施 － －

５ 市民活動の実態調査 実施 実施
６ 協働ＰＲリーフレットの作成 実施 実施 実施

７ 市広報紙及びホームページの充実
一部
実施 － － 実施 －

８ 地域フォーラムの開催 実施 － － － －
９ とみさとの情報コーナーの創設 実施 － － － －
10 パブリックコメント制度の周知 実施 － － － －
11 審議会等への公募委員による市民参画の推進 実施 － － － －
12 市政への参画機会の拡大 実施 － － － －

平成
24

13 市民活動サポートセンターの創設 研究 ⇒
準備

委員会
設置

検討 実施

14 地域づくり協議会の検討 検討 モデル
地区 ⇒ ⇒ ⇒

15（仮称）協働スイカ塾の開設 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
16 協働人材バンクの創設 研究 実施 ⇒ ⇒ ⇒
17 とみさとふれあい講座の拡充 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
18 市民活動発表会の開催 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
19 市民提案機会の拡充 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
20 協働のまちづくりモデル事業の実施 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
21 職員研修の実施 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

平成
25

22 市民活動保険の導入 検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒
23 活動事例集の作成 検討 実施 ⇒ ⇒
24 協働専用ホームページの開設 検討 実施 ⇒ ⇒

平成
26

25 市民活動表彰の創設 研究 検討 実施 ⇒
26 ボランティア貯金の研究 研究 ⇒

平成
27

27 活動支援アドバイザーの設置及び派遣 研究 検討 ⇒ 実施
28（仮称）市民活動支援基金の創設 検討 ⇒ 実施
29 リーダー育成講習会の実施 検討 ⇒ ⇒ 実施

簿

信

通


